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会 　 計 　 名

一 般 会 計

国民健康保険事業特別会計

国民健康保険関川診療所特別会計

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

宅 地 等 造 成 特 別 会 計

村 有 温 泉 特 別 会 計

歳　入

66億1,876万円

6億890万円

1億1,929万円

10億804万円

6,954万円

197万円

710万円

歳　出

61億3,908万円

6億123万円

1億228万円

9億2,958万円

6,948万円

0万円

549万円

差　引

4億7,968万円

767万円

1,701万円

7,846万円

6万円

197万円

161万円

簡易水道事業会計

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

収　入

2億2,920万円

1,931万円

支　出

1億8,178万円

1億3,174万円

差　引

4,742万円

▲1億1,243万円

特
　
別
　
会
　
計

各会計の決算状況

令和４年度決算報告

村の財政状況と各会計の決算について、条例に基づいて公表するものです。

一

般

会

計

　
令
和
４
年
度
の
歳
出
総
額
は
前

年
度
よ
り
７
億
３
７
７
２
万
円
多

い
、
61
億
３
９
０
８
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
大
幅
な
増
額
は
、
公
共
土

木
施
設
災
害
復
旧
費
２
億
４
７
０

２
万
円
、
被
災
者
住
宅
応
急
修
理

事
業
１
億
３
０
２
８
万
円
、
災
害

ご
み
処
理
対
策
費
８
１
１
９
万
円

な
ど
、
令
和
４
年
８
月
豪
雨
災
害

の
復
旧
事
業
の
た
め
の
費
用
に
よ

る
も
の
で
す
。

　
そ
の
他
主
な
事
業
は
、
道
の
駅

周
辺
整
備
事
業
８
４
４
６
万
円
、

上
関
跨
線
橋
橋
梁
補
修
事
業
４
６

１
３
万
円
、
女
川
地
区
県
営
ほ
場

整
備
事
業
４
３
３
０
万
円
、
関
川

中
学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
空
調
設
備

改
修
事
業
２
３
１
０
万
円
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
事
業
の
一
環
と
し
て

実
施
し
た
暮
ら
し
応
援
商
品
券
発

行
事
業
７
４
５
０
万
円
な
ど
で
す
。

　
公
債
費
︵
借
金
返
済
︶
は
借
入

金
の
返
済
が
進
み
、
前
年
度
よ
り

３
５
２
０
万
円
減
の
５
億
８
６
５

８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
に
お
け
る
自
主
財
源
︵
村

税
な
ど
︶
は
全
体
の

22.3
％
で
し
た
。

前
年
度
比
0.1
ポ
イ
ン
ト
減
で
、
依

然
と
し
て
地
方
交
付
税
な
ど
依
存

財
源
の
割
合
が
高
い
状
況
で
す
。

　
な
お
、
豪
雨
災
害
の
復
旧
費
用

に
対
し
て
は
、
災
害
の
特
殊
事
情

が
認
め
ら
れ
増
額
と
な
っ
た
特
別

交
付
税
、
国
・
県
か
ら
の
支
出
金

と
新
た
な
借
入
金
を
充
て
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
財
政
調
整
基
金
︵
村
の

財
源
不
足
を
賄
う
た
め
の
貯
金
︶

は
取
崩
さ
ず
に
決
算
し
、
残
高
は

６
億
７
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計

　
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

で
は
、
前
年
度
よ
り
被
保
険
者
数

は
減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、
保
険

給
付
費
は
４
７
９
万
円
増
加
し
ま

し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
関
川
診
療
所
特

別
会
計
で
は
、
患
者
数
の
増
加
に

よ
っ
て
診
療
収
入
が
１
０
７
１
万

円
増
加
し
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
で
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
数
の
減
少

に
よ
っ
て
、
保
険
給
付
費
が
３
９

４
４
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　
村
有
温
泉
特
別
会
計
で
は
、
温

泉
使
用
料
で
賄
い
き
れ
な
い
施
設

管
理
費
等
に
充
て
る
た
め
、
一
般

会
計
か
ら
１
５
０
万
円
の
繰
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。

　
下
水
道
事
業
会
計
で
は
、
こ
れ

ま
で
に
建
設
費
に
対
し
て
借
入
れ

た
借
金
の
返
済
と
、
豪
雨
災
害
で

被
災
し
た
管
路
の
修
繕
の
た
め
に
、

一
般
会
計
か
ら
３
億
３
３
０
０
万

円
の
補
助
金
の
繰
入
れ
を
行
い
ま

し
た
。

　
簡
易
水
道
事
業
会
計
で
は
、
人

口
減
少
に
伴
う
水
道
料
金
収
入
の

減
少
の
ほ
か
、
豪
雨
災
害
被
災
世

帯
の
水
道
料
金
減
免
に
対
し
て
、

一
般
会
計
か
ら
７
７
０
０
万
円
の

補
助
金
の
繰
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
下
水
道
事
業
会
計
、
簡

易
水
道
事
業
会
計
と
も
に
、
多
額

の
企
業
債
償
還
︵
借
金
返
済
︶
が

残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
の

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
多
額
の
更
新
費
用
が
見
込
ま

れ
、
事
業
の
継
続
に
は
今
以
上
の

一
般
会
計
か
ら
の
補
助
が
必
要
な

状
況
で
す
。

村の財政状況についてお知らせします

※資本的収入が資本的支出に対して不足する額1億1,243万円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額358万
円、当年度損益勘定留保資金5,712万円及び減債積立金5,173万円で補てんしました。

下水道事業会計

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

収　入

3億9,705万円

2億4,491万円

支　出

3億8,270万円

3億2,384万円

差　引

1,435万円

▲7,893万円

※資本的収入が資本的支出に対して不足する額7,893万円は、過年度損益勘定留保資金4,781万円及び当年度損益勘定留保
資金3,112万円で補てんしました。
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皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た

村
民
税
な
ど
の
村
税
は
、
固
定
資
産

税
の
減
収
な
ど
に
よ
っ
て
、
前
年
度

よ
り
２
６
５
万
円
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
。
　
　
　
　

　
歳
入
の

45.5
％
を
占
め
る
地
方
交
付

税
は
、
村
税
な
ど
で
賄
い
き
れ
な
い

村
の
財
源
を
補
う
た
め
に
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
も
の
で
す
。
後
年
度
に
全

額
が
交
付
税
で
補
て
ん
さ
れ
る
臨
時

財
政
対
策
債
を
含
め
、
前
年
度
よ
り

１
億
７
３
６
８
万
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

　
国
・
県
支
出
金
は
、
豪
雨
災
害
関

連
の
負
担
金
及
び
支
出
金
の
収
入
に

よ
り
、
前
年
度
よ
り
２
億
６
３
２
６

万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
繰
入
金
は
、
積
立
基
金
の
取
崩
し

に
よ
る
繰
り
入
れ
が
６
４
４
５
万
円

あ
り
ま
し
た
が
、
前
年
度
に
引
き
続

き
、
財
政
調
整
基
金
︵
財
源
不
足
を

賄
う
た
め
の
貯
金
︶
の
取
崩
し
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
村
債
︵
借
金
︶
の
借
入
は
前
年
度

よ
り
２
億
５
０
２
０
万
円
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
借
入
の
増
額
は
、
災
害
復
旧

事
業
に
対
す
る
３
億
１
４
１
０
万
円

の
借
入
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
の
他

の
借
入
は
、
道
路
橋
り
ょ
う
整
備
事

業
４
１
６
０
万
円
、
中
学
校
空
調
設

備
更
新
事
業
２
３
７
０
万
円
、
水
田

活
用
推
進
事
業
１
１
４
０
万
円
、
消

防
積
載
車
更
新
事
業
５
０
０
万
円
な

ど
で
す
。

歳
　
　
入

　
歳
出
で
は
、﹁
豊
か
で
住
み
よ
い

活
気
あ
る
村
づ
く
り
﹂
を
推
進
す
る

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
主
な
事
業
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。︵
５
ペ
ー
ジ
︶

歳入（一般会計）

66億1,876万円

歳出（一般会計）

61億3,908万円

村民一人当たりに使われたお金

民　生　費

土　木　費

総　務　費

公　債　費

災害復旧費

衛　生　費

238,897円

176,889円

169,700円

119,029円

115,826円

99,155円

農林水産業費

商工労働費

教　育　費

消　防　費

議　会　費

合　　計

90,880円

88,826円

68,687円

66,466円

11,398円

1,245,753円

令和４年度決算報告

歳
　
　
出

※グラフ割合は小数点第2位
　を四捨五入しています。

依存財源 77.7％

村債
6億4,470万円

（9.7％）

村民税　　　 2億0,047万円
固定資産税　 3億8,654万円
たばこ税　　　　3,688万円
軽自動車税　　　2,342万円
入湯税　　　　　1,107万円

その他（繰入金、繰越金など）
5億1,690万円（7.8％）

諸収入
1億9,924万円（3.0％）

分担金、負担金、
使用料、手数料
　1億33万円（1.5％）

譲与税・交付金等
2億3,669万円

（3.6％） 自主財源 22.3％

国・県支出金
12億4,908万円

（18.9％）

国・県支出金
12億4,908万円

（18.9％）

村税
6億5,838万円
（10.0％）

地方交付税
30億1,344万円

（45.5％）

農林水産業費
4億4,786万円

（7.3％）

衛生費
4億8,864万円

（8.0％）

消防費
3億2,754万円

（5.3％）

議会費
5,617万円
（0.9％）

民生費
11億7,729万円

（19.2％）

土木費
8億7,171万円
（14.2％）

公債費
5億8,658万円

（9.6％）

災害復旧費
5億7,079万円

（9.3％）

総務費
8億3,628万円
（13.6％）

教育費
3億3,849万円

（5.5％）

商工労働費
4億3,773万円

（7.1％）
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村
債
︵
借
金
︶
の
残
高
は
、
一
般

会
計
49
億
４
８
６
１
万
円
、
特
別
会

計
と
公
営
企
業
会
計
は
35
億
７
７
４

７
万
円
、
合
わ
せ
て
85
億
２
６
０
８

万
円
あ
り
、
前
年
度
と
比
べ
て
２
億

５
７
７
８
万
円
減
少
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
公
営
企
業
会
計
に
お
い
て
、

元
金
の
返
済
が
進
ん
で
い
る
た
め
で

す
。
な
お
、
一
般
会
計
は
災
害
復
旧

事
業
に
対
す
る
借
入
が
多
額
だ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
残
高
が
６
１
１
８
万

円
増
加
し
ま
し
た
。

　
当
村
で
は
、
将
来
の
財
政
負
担
を

考
慮
し
、
交
付
税
算
入
率
の
高
い
過

疎
債
︵
算
入
率
70
％
︶
や
辺
地
債
︵
算

入
率
80
％
︶
な
ど
を
活
用
し
た
借
入

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
積
立
金
の
残
高
は
前
年
度
か
ら
１
８

３
０
万
円
増
加
し
、
20
億
５
９
９
５
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
安
定
し
た
財
政
運
営
継
続
の
た
め
、

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
に
５
４
５
０
万
円

な
ど
の
積
立
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
公
共
施
設
の
管
理
計
画
の
作

成
委
託
料
な
ど
の
財
源
と
し
て
、
む
ら

づ
く
り
総
合
対
策
基
金
か
ら
６
９
１
万

円
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
か
ら
２
９
０

４
万
円
︵
ふ
る
さ
と
納
税
発
送
業
務
委

託
、
小
学
校
で
使
用
す
る
電
動
ス
ク
リ

ー
ン
購
入
、
中
学
校
で
使
用
す
る
楽
器

購
入
な
ど
︶
の
取
崩
し
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

村民一人あたり
1,730,129円

※元利償還金の約６０％の額は、
　地方交付税に上乗せされます。

※村民１人あたりの金額は、令和5年3月31日現在の住民基本台帳人口4,928人で算出したものです。

　県や市町村の財政破たんを防ぐため、決算に基づいて「健全化判断比率」と公営企業（簡易水道事業

及び下水道事業）の「資金不足比率」を算定しています。

　この比率は、財政の健全度を調べるもので、いずれの比率も国の基準を下回る結果となりました。

用語の解説と村の状況
●実質赤字比率
　　一般会計は黒字決算されており、該当ありません。

●連結実質赤字比率
　　特別会計なども黒字決算されており、該当ありません。

●実質公債費比率
　　一般会計の借金返済のほか、公営企業や一部事務組合の借入金償還負担金など、1年間で債務をどの

程度負担したのか判断する比率です。令和4年度は、借入金償還に対する公営企業への繰出金の増加な
どにより、前年度（10.9％）より1.1ポイント増加しました。

●将来負担比率
　　村の将来負担がどのくらいあるのかを示す比率です。将来負担となるものは、村の借金や一部事務組

合などの借金のうち村が負担すべきもの、職員の退職手当などです。令和4年度は、災害復旧事業に対
する借入金の増加などによって、前年度（23.5％）より0.7ポイント上昇（改悪）となりました。

●資金不足比率
　　簡易水道事業や下水道事業などの公営企業の経営状態悪化の度合いを示す比率です。すべての会計に

おいて資金不足はありませんでした。

実 質 赤 字 比 率

連 結 実 質 赤 字 比 率

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

－
－

12.0

24.2

15.0

20.0

25.0

350.0

20.0

30.0

35.0

健全化判断比率 村の結果
早期健全化

基準

下 水 道 事 業

簡 易 水 道 事 業

村 有 温 泉

宅 地 等 造 成

−

−

−

−

20.0

資金不足比率
（公営部門）

村の結果
経営健全化

基準
財政再生

基準

※赤字額がないため「−」と記載

健全化判断比率・資金不足比率を公表します

借
金
の
状
況

積
立
金
の
状
況

借金（村債）
　　　85億2,608万円

積立金（基金）
　　20億5,995万円

村民一人あたり
　418,009円

（％） （％）
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主な事業の決算額をお知らせします（一般会計）

議会費

　議員報酬費 3,558万円

総務費

　区長関係費 1,305万円

　広報無線費 1,443万円

　むらづくり総合推進事業補助金 1,440万円

　路線バス運行補助金 2,711万円

　新エネルギー推進事業費 996万円

　暮らし応援商品券発行事業費 7,630万円

民生費

　社会福祉協議会補助金 1,800万円

　児童手当給付費 5,198万円

　心身障害者福祉費 1億9,820万円

　保育園管理費 1億9,175万円

　価格高騰緊急支援給付金事業費 2,504万円

　住民税非課税世帯支援給付金事業費 1,434万円

　子育て世帯支援給付金事業費 1,938万円

　国民健康保険会計繰出金 4,164万円

　介護保険会計繰出金 1億6,267万円

　後期高齢者医療会計繰出金等 1億692万円

　被災者住宅応急修理事業費 1億3,028万円

　被災者生活再建支援金事業費 7,033万円

　被災者交通確保対策支援金事業費 2,781万円

衛生費

　新型コロナウイルスワクチン接種事業費 4,532万円

　子ども医療費助成事業費 1,102万円

　生活習慣病予防健診委託料 650万円

　予防接種委託料 1,148万円

　ごみ収集委託料 4,234万円

　村上市ごみ処理場運営委託料 5,358万円

　村上市し尿処理場運営委託料 2,087万円

　簡易水道事業会計補助金 7,700万円

　災害ごみ処理対策費 8,119万円

農林水産業費

　農業委員会費 487万円

　農林水産業施設等災害復旧支援補助金 6,461万円

　水田活用推進補助金 1,146万円

　有害鳥獣駆除対策費 193万円

　中山間地域等直接支払交付金 2,446万円

　畜産飼料価格高騰対策補助金 1,220万円

　国土調査事業費 2,188万円

　多面的機能支払交付金 7,304万円

　県営土地改良事業負担金 4,330万円

　森林作業道整備事業補助金 920万円

商工労働費

　商工会補助金 517万円

　飲食店応援事業補助金 1,136万円

　宿泊促進事業補助金 652万円

　観光施設管理委託料 6,822万円

　ゆ〜む管理委託料 6,468万円

　道の駅周辺整備事業費 8,446万円

土木費

　道路除雪対策費 2億761万円

　上関跨線橋補修業務委託料 4,613万円

　道路橋りょう維持工事費 1億2,673万円

　消雪施設工事費 3,400万円

　住宅改修事業補助金 982万円

　下水道事業会計補助金 3億3,300万円

消防費

　災害派遣職員経費負担金 1,215万円

　消防団運営費 2,618万円

　村上市常備消防運営委託料 2億3,672万円

　消防施設整備費 947万円

教育費

　スクールバス運行事業費 1,864万円

　会計年度任用職員報酬等（教員助手等） 2,366万円

　中学校ランチルーム空調設備改修工事費 2,310万円

　村民会館管理委託料 1,422万円

　歴史とみちの館管理費 1,074万円

　ふれあいど〜む管理費 839万円

　健康増進施設コラッシェ管理費 1,040万円

　学校給食費 2,891万円

災害復旧費

　農地農業用施設災害復旧費 1億8,571万円

　林道災害復旧事業費 9,203万円

　公共土木施設災害復旧費 2億4,702万円

　社会福祉施設災害復旧費 1,588万円

公債費

　地方債元金償還金 5億7,752万円

　地方債利子償還金 906万円

令和４年度決算報告
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6広報せきかわ　2023・11月号

令和４年度決算の概要及び財政シミュレーションは村のホームページに掲載しています。

　　　　http://www.vil l .sekikawa.niigata.jp/ 関川村　財政 検索

●今後の見通しについてまとめ
　令和４年度は、水害で大きな影響を受けたものの、国からの財政措置や、頂いたたくさんの寄附金により、
財政調整基金を取り崩さずに決算することができました。しかし災害復旧事業は現在も続いており、最終的な
財政負担はいまだ完全には見込めていません。また、物価高騰で歳出が増加する半面、人口減少によって税収、
交付税ともに減少するため、将来的には収支がマイナスとなり基金を取り崩す必要が出てきます。
　この歳入と歳出のギャップを解消するためには、事業の見直し、効率化で歳出面での改善を図るほか、ふる
さと納税制度を活用した寄附の促進や商工業振興を通じた村税の確保など、歳入面での取り組みも強化する必
要があります。
　なお、当村における歳入の約50％が国から交付される地方交付税であり、村税などの自主財源が乏しいため、
国の予算、地方財政対策の動向等によって財政見通しは大きく変動します。今後も持続可能な財政運営のため、
引き続き、事業の「選択と集中」を行うとともに、財政シミュレーションの見直しを行い、健全な財政運営に
努めます。

公債費（借金返済）の推移　※支払利息含む

一般会計　　　特別会計＋公営企業会計　

一般会計　　　特別会計＋公営企業会計　

※令和６年度の減少要因は、令和

５年度で村民プール建設事業、防

災無線整備事業、中学校体育館整

備事業などの借金返済が終了する

ためです。

※令和７年度以降は、令和４年度

の水害に対する災害復旧事業や、

脱炭素事業の財源として借り入れ

た地方債の返済が本格的に始まる

ため高い値で推移しています。

※一般会計

　令和５年度から令和７年度にか

けては脱炭素事業での公共施設の

省エネルギー化など大規模事業を

行うと仮定した金額で推計してい

ます。毎年の借金返済額を超える

借入を行わなければ、地方債残高

は減少します。

※特別会計及び公営企業会計

　下水道建設分の借金返済が進ん

でおり、地方債残高は年々減少し

ます。今後は、施設の老朽化に伴

い、設備更新によって地方債発行

が進むと残高は増加します。

地方債残高の推移

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11
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7 広報せきかわ　2023・11月号

　村では、持続可能な財政運営に向けて、財政シミュレーションを作成しています。令和３年度に行った

シミュレーションでは、国からの地方交付税が増加したことにより、当面は財政調整基金（村の貯金）を

取り崩さずに財政運営できる見込みでした。

　その後、昨年度の水害や令和３年度末から顕著になった物価高の影響など、村財政運営をめぐる状況は

大きく変化しました。今回は、それらの要因を反映したうえでシミュレーションを行いました。

　基金（貯金）への積立、取崩しを行わない場合の歳入歳出の推

移です。令和5年度と令和6年度は前年度から繰越した災害復旧事

業や村で取り組んでいる脱炭素事業の関係で予算規模が大きくな

っていますが、以降は50億円前後での決算となる推計です。年々

収支は悪化し、令和8年度以降は村有基金を取り崩さなければ黒

字での決算はできなくなる見込みです。

令和５年度財政シミュレーション　～ 持続可能な財政運営に向けて ～

歳入・歳出額の推移

　単年度の歳入と歳出から、村有基金（貯金）への積立、取崩し

を行わない場合の収支です。令和5年度は前年度からの繰越財源

もあるため額が黒字ですが、以降は年々減少し、令和8年度以降

は赤字となります。

　実際は、収支がマイナスとならないよう基金を取り崩して対応

するため、収支が悪化するごとに基金の残高が減少します。

収支の推移

-3

-2

-1

0

1

2

3

4

5

　充当可能基金（貯金）の残高は、年々減少し、令和7年度以降

1.5億円から2億円程度の取崩しが必要となる見込みです。

　これは、歳出面では近年の物価高騰の影響や、災害復旧などの

地方債の返済額が増加する一方、歳入面では村税や地方交付税が

人口減少などによって伸び悩むためです。

充当可能基金（村の貯金）の推移

　財政構造の弾力性を判断する指標で、人件費、扶助費、公債費

のように経常的に支出される経費に充てた一般財源が、地方税、

普通交付税を中心とする経常的に収入される一般財源に占める割

合です。比率が高いほど財政構造の硬直化（自由度の低い状態）

が進んでいることになります。物価高騰の影響もあり、全体的に

令和3年度推計時より高い値で推移する見込みです。

経常収支比率の推移
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（単位：万円）

事　業　名

4,164

10,624

16,267

19,820

220

5,252

1,215

1,102

58,664

社会福祉総務費
　国保会計繰出金

老人福祉総務費
　後期高齢者医療事業

老人福祉総務費
　介護保険会計繰出金

心身障害者福祉費
　医療給付事業

児童措置費
　ひとり親家庭医療費助成事業

児童措置費
　児童手当給付事業

予防費
　感染症予防費

母子衛生費
　医療費助成事業

　　　　合　　　計

1,895

1,620

742

12,075

91

4,386

6

340

21,155

2,269

9,004

15,525

7,745

129

866

1,209

762

37,509

439

1,743

3,006

1,500

25

168

234

148

7,263

事　業　費
国県支出金 一 般 財 源

財　　　源　　　内　　　訳

うち地方消費税交付金

※各事業に要する一般財源の比率に応じて按分して充当しています。

●入湯税【1,107万円】

　　入湯税は、環境衛生施設、鉱泉源の保護管理施設、消防施設、観光施設の整備と、観光振興に要する

費用に充てることを目的とした地方税です。

　　村では、観光施設や消防施設の整備、観光振興事業に充てています。

●地方消費税（社会保障財源分）【7,263万円】

　　地方消費税交付金（社会保障財源分）は、社会保障施策に要する経費に充てることとされています。

事　業　名

観光施設の整備

観 光 振 興

消防施設の整備

合　　　計

9,491

1,993

947

12,431

500

307

300

1,107

1,045

798

0

1,843

766

885

7

1,658

7,180

3

640

7,823

事　業　費
財　　　　　源

入　湯　税国県支出金 一 般 財 源 そ　の　他

（単位：万円）

※令和４年度決算から

税金は国の法律で使い道が決まっているものがあります
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10
月
15
日
、
新
潟
県
と
村
の
総

合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
荒
川
の
水
位
が
急
上
昇
し
、
内

水
の
氾
濫
が
見
込
ま
れ
る
。
女
川

・
大
石
川
な
ど
の
支
川
で
も
水
位

が
急
上
昇
し
、
氾
濫
す
る
危
険
性

が
高
く
な
っ
て
い
る
。
高
台
の
世

帯
で
も
土
砂
災
害
の
恐
れ
が
あ
る

…

と
い
う
想
定
で
全
村
に
出
さ
れ

た
避
難
指
示
の
訓
練
放
送
を
受
け

て
、
指
定
避
難
所
、
集
落
計
画
に

基
づ
く
避
難
場
所
等
に
合
わ
せ
て

１
０
４
９
人
が
避
難
し
ま
し
た
。

　
下
関
地
区
の
避
難
所
と
な
っ
た

関
川
中
学
校
に
は
約
80
人
が
避
難
。

こ
の
会
場
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
避
難
情

報
を
把
握
す
る
﹁
防
災
Ｄ
Ｘ
﹂
の

実
証
実
験
や
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
の

研
修
な
ど
も
行
わ
れ
た
ほ
か
、
防

災
士
や
自
主
防
災
会
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
の
組
み

立
て
、
避
難
者
を
仕
切
る
パ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
の
設
置
な
ど
も
実
体
験

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
メ
ー
ン
会
場
と
な
っ
た

﹁
ふ
れ
あ
い
ど
〜
む
﹂
で
は
、
消

防
、
警
察
、
自
衛
隊
や
国
土
交
通

省
な
ど
の
関
係
機
関
に
よ
る
現
地

合
同
調
整
所
訓
練
、
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
等
運
行
統
制
・
情
報
伝
達
訓
練

な
ど
も
実
施
。
河
川
敷
の
ス
ポ
ー

ツ
公
園
で
は
、
土
砂
に
埋
ま
っ
た

車
の
中
か
ら
被
災
者
を
救
出
す
る

訓
練
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救

助
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
８
月
豪
雨
災
害
か
ら

１
年
以
上
が
経
過
。﹁
災
害
は
忘
れ

た
頃
に
や
っ
て
く
る
﹂
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
が
、
災
害
に
対
す
る
備

え
を
常
に
心
が
け
て
お
き
た
い
も

の
で
す
。

　
総
合
防
災
訓
練
を
前
に
し
た

10
月
４
日
、
関
川
小
学
校
の
４
年

生
が
防
災
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
村
総
務
課
の
高
野
防
災
専
門
員

を
講
師
に
、
過
去
に
起
こ
っ
た
水

害
の
様
子
、
水
害
か
ら
地
域
を
守

る
取
組
み
、
地
域
の
人
々
の
備
え

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
防
災
グ
ッ
ズ
を
そ

な
え
て
い
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
は

水
害
の
そ
な
え
を
ち
ゃ
ん
と
し
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。…

と
い
っ
た

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

避
難
訓
練
に
１
０
０
０
人
超
が
参
加

災
害
時
の
備
え
を
再
確
認

災
害
時
の
備
え
を
再
確
認

新
潟
県
・
関
川
村
総
合
防
災
訓
練

小
学
校
で
防
災
学
習

水
害
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
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令和６年度 学童保育所入所者募集令和６年度 学童保育所入所者募集
村では、放課後等に家庭で保育することができない児童を関川小学校内に併設している学童保
育所で受け入れています。

対　　象　　村内に居住し、就労等で家庭に保育者が不在の小学１〜６年生の児童

利用時間　　▷平日　下校〜18時30分　　　▷土曜　７時30分〜18時30分

▷春・夏・冬休み　７時30分〜18時30分

利用料金　　１回３００円（おやつ代含む）

申込方法　　申込書に必要事項を記入して、健康福祉課、各保

育園または学童保育所に提出をお願いします。(用

紙は各所にあります。また、村ホームページから

のダウンロードも可能です。)

受付期間　　11月１日（水）〜 11月30日（木）

申し込み問い合わせ先　　役場 健康福祉課 福祉保険班　 ６４－１４７２

令和６年度 保育園児募集令和６年度 保育園児募集
来年４月からの入園申し込みを受け付けます。
なお、年度の途中で入園を予定している方は、受付期間中にご相談ください。
※年度途中の入園を予定している方で、お子さんが０歳児～２歳児の場合は、必ずご相談ください。

定　　員　　120名（現在の下関保育園で実施）

保育時間　　８時〜16時（延長保育は７時30分〜19時）

入園資格　　令和６年４月１日現在、関川村に住所がある児童で下記条件に当てはまること

《条件》①保護者及び児童の面倒を見ている方が、家庭外で働いている

②保護者及び児童の面倒を見ている方が、家事以外の家業に従事している

③母親が出産前後である

④保護者及び児童の面倒を見ている方が、同居または長期入院等をしている

　親族を介護または看護している

⑤その他　※３歳未満児は家庭保育ができない場合に限り受け入れます

申込方法　　入園申込書に必要事項を記入して、各保育園または健康福祉課に提出をお願いします。

(用紙は各所のほか、すくすくにもあります。)

受付期間　　11月１日（水）〜 11月30日（木）

入園決定　　令和６年２月中旬

保 育 料　　令和６年３月頃に広報お知らせ版でお知らせします。

令和６年度に下関保育園と大島保育園は統合します。新しい園名は選定中です。後日お知らせします。

申し込み問い合わせ先　　役場 健康福祉課 福祉保険班　 ６４－１４７２
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11月は「いい歯の月間」11月は「いい歯の月間」
～11月８日は「いい歯の日」～

　いつまでもおいしく、そして楽しく食事をとるために、歯を健康に保つことはとても大切なことです。

歯の健康と全身の健康は関係しており、「歯は全身の健康の原点」とも言われています。いい歯の月間

に合わせて、歯科健診を受けてみませんか？

歯の健康を保つため、定期的な歯科健診を！

成人歯科健診のご案内が届いている方へ

歯の健康が長寿につながる！

　痛みなどの症状が出てから受診すると「時間がかかる」「費用がかかる」

「痛みが続く」など、良いことがありません。早期発見・早期治療で時間

も費用も痛みも少なく治療することができます。

　また、歯科医院ではむし歯や歯周疾患の点検だけでなく、歯垢の除去や

歯みがきの指導なども受けることができます。症状の有無に関わらず、定

期的に歯科健診を受けて、歯の健康を保ちましょう。

村では、歯科医院にて 成人歯科健診 を実施しています。

〇対 象 者：令和５年度に20歳・30歳・40歳・45歳・50歳・55歳・60歳

・65歳・70歳のいずれかに該当される方

〇健診内容：歯周疾患健診、歯科保健指導（ブラッシング指導等）

〇健 診 料：無料  (治療が必要となった場合は別途費用がかかります)

〇実施期間：令和６年３月31日まで

　対象の方でまだ歯科健診を受けていない方は、この機会に「成人歯科健

診」をぜひ活用ください。

固い物でも何でも

おいしく食べること

ができる

姿勢や歩行が

安定する
噛む回数が多いと唾液が

たくさん出て、口の中を

清潔に保つことができる

脳が活性化される

ことで認知症の

予防につながる

食べ物をしっかり

噛むことで栄養吸収が

促進される

問い合わせ先　 健康福祉課 健康推進班　☎６４－１４７２

｛　　　 ｝
対象の方には５月末

に受診票をお送り

しています。
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　９月25日、村民会館大ホールで

介護予防講演会が開催されました。

　講師は、関川診療所の平田丞医

師。参加者は80人でした。

　「関川村で丈夫なからだをたも

つために〜この先もずっと元気で

過ごすコツ〜」と題して、平田医

師から要

介護やフ

レイルの

原因、そ

の予防に

必要な項目を具体的に分かりやす

く説明していただき、村で実施し

ている介護予防事業や村内で実施

しているイベントも社会的交流に

重要ということもお話していただ

きました。

　参加者にとって身近な内容で、

「参考になった。」、「自身の生活を

見直したり、運動を取り入れる意

欲を持った。」という方もいて、

有意義な講演会になりました。

　９月30日、金俣集落で「稲刈り

・砂金採り体験ツアー」が開催さ

　10月18日、渡邉邸で「渡邉邸に

飾る干し柿をつくる」イベントが

開催されました。

　参加者は、渡邉邸の庭の柿をも

ぎ、皮をむいて、干し柿づくり専

用のグッズにぶら下げます。邸内

のいろりと２階の軒下に、きれい

に吊るしました。

　渋が抜け甘さが凝縮し食べごろ

になったころ、渡邉邸で参加者に

渡されることになっています。

　９月30日に締め切った第１回丸

山大橋フォトコンテストには村内

外から約100件の投稿がありまし

た。現在、関川村観光協会で審査

中です。

　入賞作品は関川村観光協会のＨ

Ｐや、広報せきかわで発表します。

また主な投稿作品は11月３日（祝

・金）から関川村村民会館アリー

ナで開催される村民文化祭でも展

示します。

　是非、鑑賞にお越しください。

　荒川河川敷のコスモスパークの

コスモス、今年はきれいに咲きま

した。

　昨年は豪雨災害で水に浸かるな

どさんざんでしたが、今年はてい

ねいに耕し、種をまき、しっかり

管理したため、色とりどりの花が

10月中旬過ぎまで楽しめました。

※表紙もコスモスパークで撮りまし
た。21ページでも表紙の写真につ
いてふれています。

介護予防講演会

れました。このツアーには新潟市

から８家族32人が参加。昨年の

「田植え・山菜取り」「砂金採り・

稲刈り」、今年春の「田植え・山菜

取り」ツアーのリピーターの方が

ほとんどです。

　棚田で金俣集落の方から、鎌を

使った手刈りや「はさがけ」を教

わったり、昼食には炊きたてのコ

シヒカリの新米を味わうなど、山

里の秋を満喫しました。

金俣集落で稲刈りツアー

砂金採りの体験も
32人が実りの秋を満喫

モニターツアーを実施
渡邉邸で干し柿づくり

コスモスパーク
きれいに咲きました

第１回丸山大橋フォトコンテスト第１回丸山大橋フォトコンテスト

厳正に審査中です厳正に審査中です
村民文化祭にも展示します
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　新潟山形南部連絡道路建設促進期成同盟会の住

民大会が、10月21日、村民会館に計画沿線の住民、

期成同盟会の役員・会員など240人が集まって開

催されました。

　新潟山形南部連絡道路は、村上市の日本海沿岸

東北自動車道荒川胎内ＩＣと山形県高畠町の東北

中央自動車道南陽高畠ＩＣを結ぶ約80㎞の高規格

道路です。

　新潟県側では荒川道路（3.6㎞）が、山形県側で

は赤湯バイパス（7.2㎞）がすでに開通・供用され

ていて、梨郷道路（山形県南陽市〜長井市間の7.2

㎞）が今年度開通することになっています。関川

村では、鷹の巣道路（5.0㎞）の工事が進んでいま

す。

　この日の大会では、

国土交通省道路局企画

課・四童子隆道路経済

調査室長が「道路をと

りまく最近の話題」と

題した基調講演を行っ

た後、沿線市町村の住民代表３人が意見発表を行

いました。

　その中の一人、えち

ごせきかわ温泉郷旅館

組合女将会会長で鷹の

巣館の女将・小山千寿

子さんは「観光業では、

点（観光地）とそれを結ぶ線（ルート）が重要で、

点が多いほど、線が多いことが大変重要です。線

としての道路は安全で早く、美しい景色に恵まれ

　４年ぶりとなる高齢者体育レクリエーション大

会が、10月４日、村民会館アリーナで開催されま

した。

　この日は老人クラブ13チームが参加し、ホール

インワンを目指せ、ジャンケンリレー、一発逆転

福引レースなどの対抗競技５種目、交流競技の

「力を合わせて玉入れ競争」などで熱戦（？）を

繰り広げました。

　競技のうち「正しいのはどっち？ごみの分別ク

イズ」では、10月から始まったプラスチック容器

包装の分別収集が問題として出題されました。

　親睦、交流を深める大会ではありますが、競技

大会であるために獲得した得点によって順位が付

きます。１位は555点で平内新長寿会、５点差の

550点で２位が大島高砂会、３位は510点の上関

長寿会…という結果でした。

　４年ぶりに開催されたことに「開催されてよか

った」との声がしきりに。自分のチームの活躍に

大拍手、他のチームの奮闘ぶりにも温かい声掛け

など、終始「えがお笑顔」の大会となりました。

ていることは観光客には重要な要素です。太平洋

側と日本海側を結ぶルートができれば、観光ルー

トとしての選択肢が増えます。新潟山形南部連絡

道路が全面開通し、私たちの身近な道路となるこ

とを希望します。」と早期完成への期待を話しま

した。

　大会の最後に、新潟山形南部連絡道路の早期全

線開通を目指して強力に連携し、全力で運動して

いく…とした大会宣言を満場一致で採決し閉会し

ました。

■新潟山形南部連絡道路
早期完成を目指して

住民大会を関川村で開催

４年ぶりの高レク大会

笑顔　えがお　で
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　10月７日、「学びのもり」で関川

村緑の少年団の団員10人が上関

生産森林組合の組合員と一緒にス

ギの植樹を行いました。

　「学びのもり」は関川中学校裏

山にある上関生産森林組合の山林

を、村と上関生産森林組合の協定

により長期的に森林（環境）教育

活動のフィールドとして利用する

もので、今年度から「森林環境譲

与税」を活用して整備を始めたも

のです。

　この日は、農林課の職員から

「森林の役割」についての話を聞

いたあと、「無花粉スギ」200本を

森林組合の職員から指導を受けて

40分ほどで植え付けました。

　関川村緑の少年団の団員からは、

「斜面での穴あけは大変だったけ

れど、楽しかった。」「木をいっぱ

い植えて、環境に役立てたい。」

などと話していました。

　10月７日から

９日まで山口市

で開催された第

44回全日本マス

ターズ陸上競技

選手権大会Ｍ85-

（85歳〜89歳）

の部で船山勝雄

さん（勝蔵）が、

800ｍと1500ｍの２種目で優勝。

　この大会の前に開催された第

40回北陸マスターズ陸上競技選

手権大会（９月24日、福井市で開

催）で、大会新記録で優勝したタ

イムをいずれも上回る好記録をマ

ークしての優勝でした。

　「元国体選手なども出場する大

会ですが、記録を意識して走るの

ではなく健康づくりのために走っ

ています。100歳まで頑張れば世

界一になれるよ…と励ましてくれ

る人もいますが、移動など、全て

自分でできるうちは走り続けたい、

今はそんな気持ちでいます。」と

船山さん。この日も、ふれあいど

〜むでトレーニングのところにお

邪魔して、話を伺いました。

　北陸大会では３種目に出場しま

したが、全日本は日程の関係で２

種目だけのエントリーになったそ

うです。

　２大会の記録は次のとおり。

【全日本マスターズ陸上競技選手

権大会】

■800ｍ　 ３分52秒41

■1500ｍ　７分45秒29

【北陸マスターズ陸上競技選手権

大会】

■400ｍ　 １分42秒07

■800ｍ　 ４分00秒14

■1500ｍ　８分07秒57

　※いずも大会新記録での優勝

船山勝雄さん　　　　

２種目で優勝
　　全日本マスターズ陸上

「学びのもり」で

スギの植樹活動

　民生児童委員

に五十嵐一男さ

ん（上川口）が

10月1日付けで

厚生労働大臣か

ら委嘱されまし

た。

　村議会議員に当選し民生児童委

員を辞任した加藤つや子さんの後

任として委嘱されたもので、担当

地域は上川口、久保、鮖谷。任期

は令和７年11月30日までです。

民生児童委員に　　　　

五十嵐一男さん

３歳児  むし歯０本
（ピッカピカ賞）該当者

　９月29日行われた３歳児検診で

むし歯が１本もなかった子どもた

ちに「ピッカピカ賞」が贈られま

した。

（敬称略。順不同）

おと　 か

清　水　乙　夏 ちゃん（下　関）

き　　み

須　貝　希　未 ちゃん（下　関）

あおい

加　藤　　　葵 ちゃん（下　関）

よう　 こ

近　　　葉　子 ちゃん（上　関）　
ゆう　 ひ

須　貝　勇　陽 く ん （上野新）

ふう

　橋　　　風 ちゃん（蛇　喰）

だん　 じ

五十嵐　團　治 く ん （下　関）
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学校 お知らせからのからの

今月は関川小学校からの紹介

　10月10日(火)、４年生は、総合的な学習の時間

の一環で、社会福祉協議会の方々をお招きし、福

祉体験（認知症）を行いました。

　当日は、高齢者の方の体の特徴を学んだり、高

齢者疑似体験（体・目・手）を行ったりしました。

また、実際に車椅子に乗ったり、ＶＲ体験を通し

て車椅子の方の目線を体感したりすることで、よ

り理解を深めることができました。

　後半は、グループワークを行い、「学んだこと」

や「自分ができそうなこと」を話し合いました。

まとめでは、「困っていたら、助けてあげたい。」

「車椅子の人がいたら、押してあげたい。」など

の感想発表がありました。

　今後は、高齢者福祉施設を訪問し、学んだこと

を活かしていきたいと考えています。

　10月11日(水)、秋晴れの下、マラソン記録会を

実施することができました。

　子どもたちは、目標を立て、体育の時間や休み

時間を利用しながら、練習を重ねてきました。

　当日は、たくさんの方々の応援にパワーをいた

だきながら、全力で走りきる子どもの姿が見られ

ました。たくさんの温かいご声援ありがとうござ

いました。また、監視ボランティアや体育協会の

方々にも、ご協力いただきましたことに厚くお礼

申し上げます。

４年生が福祉体験を行いました

マラソン記録会を実施しました

関川中３年　米野紗良さん　　　

かごしま国体で活躍
　　　　　　　　　（少年女子サッカー）

チームの４位入賞に貢献
　　　　　　　　　新潟県駅伝競走大会

平田武史さん 平田達哉さん

　10月７日に開幕したかご

しま国体・少年女子サッカ

ーの部に関川中学校３年の

米野紗良さん（上関）が出場

しました。追加招集であっ

たものの、中学生で唯一メ

ンバー入りを果たし本大会

に出場。少年女子サッカーの部はU16年代が対

象で、高校生に混じりながら１回戦は先発フル

出場、準々決勝は先発出場とチームに貢献しま

した。

　大会を終えた紗良さんは「体が強い相手にも

くらいつきボールを奪うことを意識して試合に

臨みました。レベルの高い選手たちと対戦し、

通用した部分と差を感じた部分もありましたが、

今回の経験を活かして所属チームでも冬の全国

大会に出場できるよう頑張りたい」と話してい

ました。

　なお、本大会には全国各地域を勝ち抜いた16

チームが参加。新潟県代表は１回戦宮城県代表

に勝利しましたが、準々決勝で鹿児島県代表に

敗れ、結果５位で大会を終えました。

　10月15日に開

催された第76回

新潟県駅伝競走

大会に村上チー

ムの一員として

平田武史さん（辰田新）、平田達哉さん（平内新）

の２人が選手として出場。村上チームの４位入

賞に貢献しました。

　この大会は長岡市―新潟市の110.1㎞を12人が

たすきをつなぎ争うもので、25チームが参加。

村上チームは昨年の６位から順位を二つ上げま

した。

　平田武史さんは第８区（9.5㎞）を走り区間10

位、平田達哉さんは第11区（12.1㎞）で区間２位

の成績でした。おめでとうございます。
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家
の
外
で
動
き
回
ろ
う

　
長
か
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
騒
ぎ
も
よ
う
や
く
落
ち

着
い
て
き
て
、
屋
外
で
も
活
動
し

や
す
い
機
運
が
出
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
夏
は
あ
り
得
な
い
く

ら
い
の
猛
暑
が
約
１
ヶ
月
間
も
続

き
、
日
中
は
冷
房
の
効
い
た
と
こ

ろ
で
過
ご
す
よ
う
に
指
導
さ
れ
た

結
果
、
足
腰
が
弱
っ
た
と
感
じ
ら

れ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
先
日
私
は
新
潟
マ
ラ
ソ
ン
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
体
調

万
全
で
序
盤
は
い
い
ペ
ー
ス
で
走

れ
た
の
で
す
が
、
20
㎞
手
前
か
ら

こ
れ
ま
で
感
じ
た
こ
と
の
な
い
太

も
も
に
痛
み
を
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
急
速
に
ペ

ー
ス
が
落
ち
25
㎞
か
ら
は
練
習
の

時
と
同
じ
く
ふ
く
ら
は
ぎ
が
つ
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
は
歩
く
時

間
の
方
が
長
く
な
っ
た
気
が
し
ま

す
。
レ
ー
ス
後
は
丸
４
日
間
筋
肉

痛
の
た
め
ま
と
も
な
歩
行
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
猛
暑
で
夏
場
の

練
習
を
お
ろ
そ
か
に
し
た
結
果
、

筋
力
が
大
き
く
低
下
し
た
の
で
す
。

　
筋
肉
は
使
わ
な
け
れ
ば
当
然
衰

え
ま
す
が
、
負
荷
を
か
け
な
く
て

も
衰
え
て
い
き
ま
す
。
走
力
を
上

げ
る
た
め
に
は
筋
力
を
上
げ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
単
に
歩
く
・
走

る
だ
け
で
は
筋
力
は
得
ら
れ
ま
せ

ん
。
意
外
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
平
地
を
走
っ
て
い
る

だ
け
で
は
筋
力
は
衰
え
る
の
で
す
。

　
そ
れ
で
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か

と
い
う
と
、
負
荷
を
か
け
る
運
動

い
わ
ゆ
る
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

︵
筋
ト
レ
︶
を
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
筋
ト
レ
と
い
う
と
腹
筋
運

動
や
腕
立
て
伏
せ
な
ど
、
今
の
自

分
で
は
と
て
も
行
え
な
い
よ
う
な

運
動
を
思
い
浮
か
べ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
筋
ト
レ
は
そ
の

よ
う
な
も
の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
お
薦
め
し
や
す
い
の
は
、

整
地
さ
れ
て
い
な
い
路
面
を
歩
く

︵
ト
レ
イ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
︶
、

起
伏
の
あ
る
道
を
歩
く
︵
ハ
イ
キ

ン
グ
︶
、
山
登
り
な
ど
で
す
。

　
家
の
周
り
で
も
で
き
ま
す
。
家

庭
菜
園
を
お
持
ち
の
方
で
あ
れ
ば

野
良
仕
事
、
家
周
り
の
草
む
し
り

な
ど
腰
を
上
げ
下
げ
す
る
動
作
は

と
て
も
い
い
筋
ト
レ
に
な
り
ま
す
。

当
地
域
は
畑
仕
事
を
楽
し
ま
れ
て

い
る
お
年
寄
り
が
た
く
さ
ん
お
ら

れ
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
方
々
は

総
じ
て
元
気
で
す
ね
。
認
知
症
を

患
わ
れ
て
い
て
も
生
き
生
き
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
病
み
上
が
り
の
方
、
リ
ハ
ビ
リ

が
必
要
な
方
で
あ
れ
ば
、
家
の
中

で
細
々
動
く
こ
と
も
筋
ト
レ
に
な

り
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
は
病
院
に
入

院
も
し
く
は
施
設
に
通
っ
て
行
う

も
の
と
考
え
る
方
が
お
ら
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
常
生
活
で

色
々
姿
勢
を
変
え
て
動
き
回
る
こ

と
が
日
常
生
活
に
必
要
な
筋
肉
を

鍛
え
る
運
動
と
な
る
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
改
め
て
家

を
出
て
動
き
回
り
ま
せ
ん
か
。
も

ち
ろ
ん
ク
マ
に
は
気
を
つ
け
て
。

私
も
次
回
の
大
会
に
向
け
て
こ
の

冬
は
筋
ト
レ
に
励
む
つ
も
り
で
す
。

い
つ
ま
で
も
動
け
る
体
を
保
ち
続

け
ま
し
ょ
う
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合
わ

　
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

　
☎
６
２
︱
３
１
１
１

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

222

坂
町
病
院

内
科
　

五
十
嵐
　

仁

関川村　脱炭素の施策に関するアンケートにご協力ください関川村　脱炭素の施策に関するアンケートにご協力ください

【問い合わせ先】村役場 地域政策課 脱炭素推進室　　　TEL（0254）75-5023
【村HP：脱炭素・エネルギー】http://www.vill.sekikawa.niigata.jp/life/4606/index.html

　関川村では、温室効果ガスの排出

量ゼロを目指して「地球温暖化対策

実行計画」を作成中で、来年１月頃に

パブリックコメントを行う予定です。

　現在、村の生活をよくするための

施策を検討中です。アンケートにて、

あなたのご意見をお聞かせください。

右記のQRコード

を携帯で読み取り、

ご回答をお願い

します。

Q１　EVを選択するメリットは何だと思いますか？
□環境に優しい　□燃料代が安い　□音・振動が静か
□非常用電源として利用できる　□メリットを感じない

Q２　EVを選択する上での課題は何だと思いますか？
□購入価格が高い　□充電箇所が少ない　□充電時間が長い
□走行距離が短い　□欲しい車種がない　□積雪時の走行

Q３　EVを普及させるために、村がどのようなことをするのが
有効だと思いますか？

□車両に対する補助金の拡充　□充電設備の設置を増やす
□充電設備に対する補助金の拡充　□EVに関する情報提供

Q４　現在、道の駅関川にEV充電設備を設置済みですが、充電
設備はどんな場所にあるのが望ましいですか？

□公共施設（役場・公民館等）　□勤務先の駐車場
□商業施設（ｺﾝﾋﾞﾆ・ｽｰﾊﾟｰ等）　□ガソリンスタンド
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あなたを支える相談窓口

平日（祝日除く)

8：30〜17：15

こころの悩み・子育ての悩み

関川村役場　健康福祉課
☎ 0254−64−1472

厚生労働省相談窓口

「まもろうよ　こころ」
新潟県の各種相談窓口

学校の悩み

関川村教育委員会　教育課
☎ 0254−64−1491

平日（祝日除く)

9：00〜16：00

総合相談（生活全般の悩み）

関川村社会福祉協議会
☎ 0254−64−0111

平日（祝日除く)

9：00〜17：00
新潟県パーソナル・サポート・センター
☎ 025−250−5160

平日（祝日除く)

8：30〜17：15

こころの悩み

村上保健所
☎ 0254−53−8369

毎日24時間

新潟県いじめ・不登校等相談電話
☎ 025−258−1212

毎日24時間

新潟県こころの相談ダイヤル
☎ 0570−783−025

平日（祝日除く)

8：30〜17：15

一人で悩まず、お気軽にご相談ください。

気持ちや体調の異変は、あなたの身体から発せ

られる危険信号です。

誰かに相談することで、深刻な事態になること、

自殺を未然に防ぐことができます。

秘密は堅く守られます。

※相談は無料ですが、別途通話料金がかかります。

※厚生労働省の相談窓口では、ＳＮＳやチャットでも相談できます！

誰も自殺に追い込まれることのない

関川村の実現を目指して関川村の実現を目指して
ゲートキーパー研修会開催

　村では、９月22日、民生児童委員とケアマネジャー、
役場職員を対象にゲートキーパー研修会を開催しまし
た。
　ゲートキーパーとは、悩んでいる人に気づき、声を
かけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守る人の
ことです。
　今回は、新潟青陵大学の関谷昭吉先生を講師に迎え
て、地域の方や家族、同僚、友人の悩みに寄り添い自
殺予防のためにできることは何かを研修しました。関
谷先生からは「『〇〇さんは大丈夫だろう』、『〇〇さん
は××な人だから』と思い『声かけをしない』ことを
正当化することが自殺を増長する。自殺予防は、日常
生活の悩みの解決が必要であり、本心で関わり、声か
けをすることで悩みを引き出すことができる。」との
説明がありました。
　参加者からは「特別な人でなくても私にもできるこ
とはあると思った。」「話を聞くことや頑張っているこ
と、工夫していることをわかってあげることが大切。」
といった数多くの感想が寄せられました。

あなたの身近な情報
およせください

皆さんの身近でおきたチョットおもしろい話、
ちょっとみんなに教えてやりたい…
そんな情報をお待ちしています！！

連絡先は　役場総務課　☎64－1476
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　９月16日に長岡市で開催された

新潟県小学生ソフトテニス学年別

大会「４年生以下女子の部」で、

関川小学校３年生の吉光柑奈さん

（下関）・伊藤 環さん（久保）のペ

アが３位に入賞。来年１月に石川

県小松市で開催される北信越小学

生インドア大会の出場権も併せて

獲得しました。

　おめでとうございます。

　北信越大会も頑張ってください。

　にじ（中山ひろたか）、ドラえも

ん（星野源）、太陽にほえろ！「青

春のテーマ」、大江戸捜査網オー

プニングテーマ…などなど。10月

20日に開催されたマイタウンコン

サートで演奏された曲の一部です。

　今年のマイタウンコンサートに

出演してくれたのは「ミレットミ

ルズブラスアンサンブル」の皆さ

ん。トランペット、ユーフォニア

ム、チューバ、ピアノ、ドラム…

の５人のメンバーです。

　楽しいステージにしたいという

演奏者の計らいで、未就学児も来

場オーケー。子どもからお年寄り

まで約110人が生演奏に酔いしれ

ました。

　子どもたち、若い人でも知って

いる曲から、中高年には懐かしい

思い出の曲まで全17曲。楽器の

説明や楽しいトークを交え、強く、

優しく、楽しい演奏に、開場から

は手拍子や足でリズムをとる姿も。

　「演奏者の方の一生懸命さも伝

わって、とても居心地がよかった。」

「生演奏を聴ける機会がないので、

村でコンサートが聞けるのはあり

がたい。」「演奏が素晴らしい。演

奏だけでなくお話も。」「元気をも

らいました。」…来場者の感想です。

　縄文人はどんなものを食べ、ど

んな生活をしていたのかな？…10

月14日、村内から出土した遺物を

保管している女川ふれあい自然の

家で、こんなテーマの説明会が開

かれました。

　説明してくれたのは教育課で埋

蔵文化財を担当している齊藤準主

査。参加したのは、保育園児も含

めた10人でした。

　齊藤さんから、出土した土器や

石器などの発見場所、年代や使い

道などをわかりやすく説明しても

らい、遺物を実際に手に取って昔

をしのぶ場面も…。

　参加者からは、「面白かった。」

「またぜひやってほしい。」との

声が…。保育園児も「楽しかった。」

という説明会でした。

北信越大会の出場権も獲得

吉光柑奈さん 伊藤 環さん吉光柑奈さん 伊藤 環さん

県大会で３位入賞県大会で３位入賞

みなさん一生懸命…
楽しい気持ちになりました…

マイタウンコンサート
　 2023 in せきかわ
マイタウンコンサート
　 2023 in せきかわ

遺物からわかる当時の生活

縄文人の暮らしに
　　 想いをはせて…
縄文人の暮らしに
　　 想いをはせて…

生 涯 学 習
情報ステーション

広報せきかわ「お知らせ版」

とあわせてご覧ください

◆お問い合わせは教育課へ

　ＴＥＬ６４−１４９１

【関川中学校ソフトテニス部】

村上ジュニアオープン大会
２位トーナメント（９/２）

団体戦　第１位

クラレ杯中学校ソフトテニス大会
（９/16）

団体戦　第３位

秋季村上市民ソフトテニス大会
（９/18）

第２位　石井　凜　（下関）

　　　　佐藤　里帆（朴坂）

第３位　池田　乃愛（下関）

　　　　近　梨里菜（上関）

大会結果
＊敬称略

お詫びと訂正

　広報せきかわ10月１日号７ペー

ジ「大会の結果」の記事で、郡市

１年生大会の

第３位伊藤　柚愛（下関）

　　　佐藤　里帆（朴坂）組

とあるのは、「第２位」の誤りで

した。お詫びして訂正します。
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前
回
の
続
き
で
す
。

　
滝
原
・
上
野
山
・
小
見
三
ヶ
村

共
同
の
﹁
村
定
﹂
〜
寛
政
二
︵
一
七

九
〇
︶
年
〜
の
二
項
目
め
は
、
少
々

複
雑
で
す
が
、
こ
ん
な
内
容
で
す
。

三
ヶ
村
定
の
内
容
②
・・・・・・・・

●
小
作
が
終
わ
っ
た
田
畑
に
つ
い

て
、
そ
れ
ま
で
の
小
作
人
や
村
役

人
に
相
談
も
な
く
、
勝
手
に
預
か

っ
て
耕
作
を
始
め
て
は
な
ら
な
い
。

●
地
主
か
ら
雇
わ
れ
た
か
ら
と

言
っ
て
、
勝
手
に
小
作
が
終
わ

っ
た
田
の
人
足
や
水
見
等
の
世

話
を
す
る
こ
と
も
や
っ
て
は
い

け
な
い
。

●
村
役
人
と
こ
れ
ま
で
の
小
作

人
に
話
を
通
し
た
上
で
、
田
を

売
っ
た
人
が
、
そ
の
田
を
小
作

す
る
の
は
か
ま
わ
な
い
。

●
し
か
し
、
村
役
人
に
断
り
も

な
く
、
地
主
に
な
っ
た
者
と
共

謀
し
て
勝
手
に
小
作
を
す
る
と

い
う
や
り
方
は
、
決
し
て
や
っ

て
は
な
ら
な
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

毎週水曜日がお休みです。平日13時〜17時15分まで、土・日・祝９時〜17時まで開館しています。

村民会館図書室

　木々の葉も色づいてきました。日々寒さが増してきた今日この頃…。秋の夜長のおともにぴったり

な、お気に入りの一冊を見つけにぜひ図書室へおいでください。

『「おかえり」と言える、その日まで』
中村富士美　著

今も、どこかの山には、家に帰れずにいる
人がいる。彼らを迎えに行くために、今日
も捜索を続ける…
民間の山岳遭難捜索チームの代表を務める
著者が紹介する6つのエピソード。

『ニンジャとニンゲン』
浦上まい　絵　 ウィズダム・オー　文

町に潜み、人知れずニンゲンの問題を解決するニン
ジャ。見返りを求めずただ、ニンゲンの幸せだけを
願って行動し…
心がほんわかするあったかい物語。

NEW！！

これよんで！

背
景
に
田
畑
の
売
買

　
江
戸
時
代
の
百
姓
は
自
作
農
が

原
則
で
す
。
し
か
し
、
様
々
な
理

由
で
田
畑
を
小
作
に
出
す
こ
と
も

少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ

ん
な
中
で
、
特
に
複
雑
な
の
が
、

売
買
に
よ
る
地
主
と
小
作
の
関
係

で
し
た
。

　
実
は
、
幕
府
の
法
令
で
田
畑
の

売
買
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
ど
う
し
て
も
田
畑
を

売
っ
て
換
金
す
る
必

要
が
出
た
時
な
ど
は
、

質
入
れ
・
質
流
れ
と

い
う
形
で
、
実
質
的

に
は
売
買
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
質
の
田
畑
は
、
新

た
に
小
作
に
出
さ
れ

た
り
、
元
の
地
主
が

小
作
人
に
な
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。
そ

う
な
る
と
、
田
畑
の

持
ち
主
も
小
作
人
も
、

そ
の
時
々
に
よ
っ
て

変
動
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

納
税
は
村
役
人
の
大
仕
事

　
当
時
の
年
貢
は
、
村
請
制
と
い

っ
て
、
領
主
か
ら
、
村
全
体
の
納

税
高
が
示
さ
れ
ま
す
。
庄
屋
た
ち

村
役
人
は
、
そ
れ
を
村
の
田
畑
持

ち
百
姓
に
割
り
当
て
、
完
納
す
る

責
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。

　
地
主
と
小
作
が
変
動
し
て
い
て
、

そ
れ
を
村
役
人
が
承
知
し
て
い
な

い
の
で
は
、
納
税
割
当
て
に
差
障

り
が
出
る
の
で
し
ょ
う
。
小
作
料

に
は
、
納
税
分
も
含
ま
れ
て
い
る

場
合
が
あ
っ
た
の
で
、
な
お
の
こ

と
で
す
。

田
畑
入
り
組
む
三
ヶ
村

　
そ
の
上
、
こ
の
三
ヶ
村
は
、
も

と
も
と
田
畑
が
入
り
組
み
、
し
か

も
、
他
村
の
田
畑
耕
作
を
請
負
う

出
作
入
作
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
だ
か
ら
な
お
の
こ
と
、
地
主
が

誰
で
、
小
作
が
誰
な
の
か
、
村
役

人
が
承
知
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で

勝
手
に
取
決
め
さ
れ
て
は
、
い
っ

た
い
ど
の
村
の
誰
に
課
税
し
た
ら

よ
い
の
か
、
困
る
こ
と
も
多
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

　
勝
手
な
こ
と
を
し
て
く
れ
る

な
！
　
そ
ん
な
村
役
人
の
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。

︿
原
文
と
解
説
は
歴
史

館
に
展
示
、
又
は
、

下
の
Ｑ
Ｒ
か
ら
﹀

で

滝
原
・
上
野
山
・
小
見「
三
ヶ
村
の
定
」②

〜﹁
歴
史
と
み
ち
の
館
﹂
所
蔵
・
平
田
家
文
書
を
読
む
〜

（
村
歴
史
文
化
財
調
査
委
員
　
渡
辺
伸
栄
）

「
江
戸
時
代
わ
が
村
の
暮
ら
し
」


さ
だ
め

４日（土）、19日（日）
虹色と、汽車のメロディーが目印です♪

　
　
　
　
　
　
　

む
ら
さ
だ
め
　
　
　
　か
ん
せ
い

ね
ん
　
ぐ
　
　
　
　
　
む
ら
う
け
せ
い

で

さ
く

い
り
さ
く

村民会館の図書室で開催！無料です！
時間は10時30分からです。

ブルーベリーのみなさんが贈

る、ステキなおはなしの世界。

「おはなしの木」に花を咲か

せてみませんか✿

大人の方も大歓迎です！！

18日は18日は 絵本の読み聞かせ

おはなしの会おはなしの会
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◆
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
﹁
大
し

た
も
ん
蛇
ま
つ
り
﹂
の
リ
ー
ダ
ー
た

ち
に
ふ
り
返
り
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
ま
し
た
！

●
質
問
内
容

①
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
に
参
加
し

て
み
て

②
関
川
の
み
な
さ
ん
へ

◎
冨
塚 

幹
︵
と
み
つ
か 

も
と
き
︶

　
高
崎
経
済
大
学
３
年

①
今
回
関
川
村
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ

り
活
性
化
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め

て
い
ま
し
た
。
４
年
ぶ
り
の
夏
関
川

で
、
準
備
す
る
上
で
苦
労
し
た
こ
と

も
沢
山
あ
り
ま
し
た
が
、
大
交
流
会

や
地
域
の
茶
の
間
等
で
、
様
々
な
関

川
の
方
々
と
交
流
が
で
き
て
と
て
も

楽
し
い
活
動
に
な
り
ま
し
た
！
大
し

た
も
ん
蛇
ま
つ
り
で
は
常
に
前
の
方

で
大
蛇
を
担
が
せ
て
頂
い
て
貴
重
な

経
験
が
で
き
ま
し
た
！

②
こ
の
夏
は
僕
達
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
を
温

か
く
迎
え
入
れ
て
下
さ
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
皆
さ
ん
の
ご
協

力
の
お
陰
で
こ
の
夏
一
番
の
思
い
出

を
関
川
で
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
！
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！
冬
の
関
川
も
楽
し
み
で
す
！

☃◎
小
熊 

日
花
︵
お
ぐ
ま 

は
る
か
︶

　
埼
玉
大
学
３
年

①
ま
ず
は
無
事
、
活
動
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

初
め
て
参
加
し
た
大
し
た
も
ん
蛇
ま

つ
り
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
見
る

よ
り
も
は
る
か
に
迫
力
の
あ
る
祭
り

で
し
た
。
大
蛇
の
重
さ
よ
り
も
、
楽

し
か
っ
た
と
い
う
思
い
出
が
強
く
、

こ
の
祭
り
が
続
い
て
ほ
し
い
。
繋
い

で
い
き
た
い
。
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

②
祭
り
に
参
加
経
験
の
あ
る
学
生
が

い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
温
か
く

私
た
ち
の
こ
と
を
迎
え
入
れ
て
く
だ

さ
り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

ま
た
春
に
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
！

◎
石
井 

翔
太
郎
︵
い
し
い
し
ょ
う
た
ろ
う
︶

　
立
命
館
大
学
３
年

①
初
め
て
の
リ
ー
ダ
ー
で
慣
れ
な
い

こ
と
ば
か
り
で
不
安
で
し
た
が
、
仲

間
た
ち
と
の
助
け
合
い
や
村
の
方
の

サ
ポ
ー
ト
の
お
か
け
で
と
て
も
達
成

感
の
あ
る
活
動
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
後
輩
た
ち
も
今
回
の
活
動
を
通

し
て
他
の
活
動
で
頑
張
り
た
い
や
関

川
に
帰
っ
て
き
た
い
と
言
っ
て
い
た

の
で
来
年
の
大
し
た
も
ん
蛇
は
今
年

よ
り
も
素
晴
ら
し
い
活
動
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

②
４
年
ぶ
り
の
開
催
無
事
成
功
に
終

わ
り
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
み
な
さ
ま
の
温
か
さ
に
私
は
何

度
も
助
け
ら
れ
後
輩
達
も
関
川
の
温

か
さ
を
感
じ
た
ま
つ
り
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

関
川
愛
し
て
る
で
ー
！！

◎
磯
西 

徳
︵
い
そ
に
し 

あ
き
ら
︶

　
神
奈
川
大
学
４
年

①
初
め
て
の
関
川
で
し
た
が
、
村
民

の
皆
様
の
優
し
さ
が
す
ご
く
う
れ
し

か
っ
た
で
す
！
お
祭
り
も
楽
し
か
っ

た
で
す
！

②
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
！！
ま

た
関
川
に
帰
っ
た
時
は
、
た
く
さ
ん

お
話
し
ま
し
ょ
う
！

国際ボランティア学生協会

IVUSA 通信

　10月からプラスチック製容器包装の分別収集が
始まりました。
　プラスチック製容器包装をごみステーションに出
すときは、次のことにご注意ください。

●ごみステーションがいくつもある集落・地区の方
は、資源ごみを収集するごみステーションに出し
てください。可燃ごみだけを収集するごみステー
ションは回収しません。

●ソースやケチャプ、マヨネーズなどのボトル、チ
ューブなどで軽くすすいでも汚れが取れないもの
や中身が残っているものは、可燃ごみに出してく
ださい。

●発泡スチロールは今までどおり「ペットボトル・
発泡スチロール」の日に出してください。

●中身が確認できる透明または半透明の袋に入れて
出してください。

プラスチック製容器包装

分別収集が
　はじまりました
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●９月16日〜10月15日までの届出●

令和５年９月末現在　（　）は前月対比

世 帯 数　　1,847世帯（＋３）
総 人 口　　4,874 人（＋１）
　 男 　　　2,353 人（−１）
　 女 　　　2,521 人（＋２）

人 の 動 き

ごめい福をお祈りいたします
伊藤ユリ子　さん　　78歳　　下　関

児玉　トユ　さん　　90歳　　上野新

須貝　富雄　さん　　89歳　　下　関

駒沢　ユキ　さん　　96歳　　鍬江沢

佐藤　雪子　さん　　86歳　　上　関

大野　悦子　さん　　88歳　　高　瀬

広報に載せてほしくない方は届出の際、窓口に
お申し出ください。

（　　　　　　　　）転入　７人　　転出　４人

出生　３人　　死亡　５人

あお　　 と

葵　翔ちゃん（男）　高　田
　　　　　　森　雄一朗・千佳子さん

す え な が く お 幸 せ に
　近　　　　聡　　さん　　滝　原

　（伊藤）春　花　さん （村上市）

お誕生おめでとうございます

編集室から

今月号の表紙は秋桜＝コスモスです。

コスモスパークで撮りました。オリジ

ナルが右の写真。カメラの編集機能を

使い「カラースケッチ」調に加工して

みました普段は、カメラで設定した

まま撮影し、加工・編集はしていませ

ん。専門の画像編集ソフトを使って写

真を楽しむ方がたくさんいますが、ま

だまだそこまでする技術が伴いません。

どうやって撮るか…それだけで精一杯

です今年の紅葉。例年よりも遅れて

いて、今のところ色づきはイマイチの

ようです。11月10日ごろ、どんな彩

になっているか？「赤」が少ないよう

な気がします11月は「霜月」。冬が

もうすぐやってくる…そんな季節です。

（ま）

　
村
主
催
の
ス
マ
ホ
教
室
で
す
。

　
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
、
専
門
の

方
が
て
い
ね
い
に
教
え
て
く
れ
ま

す
。

　
参
加
費
は
無
料
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

○
日
　
程
　
日
程
表
の
と
お
り

　
①
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

　
②
10
時
40
分
〜
11
時
40
分

　
③
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

　※

１
コ
マ
だ
け
の
参
加
も
ok

○
会
　
場
　
村
民
会
館
会
議
室

○
定
　
員
　
各
回
８
人

○
申
込
方
法
　
開
催
日
の
５
日
前

ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
　
役
場
総
務
課

☎
６
４―

１
４
７
６

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

は
じ
め
て
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン　

体
験
型
講
習
会

1７日（金）
①電源の入れ方・ボタン操作
②電話のかけ方・カメラの使い方
③アプリのインストール方法

21日（火）
①インターネットの使い方
②メールの使い方
③地図アプリの使い方

５日（火）
①SMSの使い方
②スマートフォンを安全に使うためのポイント
③マイナンバーカードの申請方法

19日（火）
①全国版旧受信アプリ（Ｑ助）の利用方法
②関川村防災メールの登録の仕方

９日（火)
①e-Taxの利用方法
②健康保険証利用の登録・公金受取口座の登録

23日（火）
①全国版旧受信アプリ（Ｑ助）の利用方法
②関川村防災メールの登録の仕方

11月

12月

１月
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お
調
子
者
だ
け
ど
い
つ
で
も
穏
や
か
で
優
し
い
匠
太
、
そ
ん
な

匠
太
が
大
好
き
な
少
し
お
こ
り
ん
ぼ
う
の
凰
太
、
負
け
ん
気
の
強

い
末
っ
子
の
綾
乃
。
騒
い
で
遊
ん
だ
り
ケ
ン
カ
し
た
り
、
毎
日
賑

や
か
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
３
人
仲
良
く
元
気
に
育
っ
て
ね
。

広
報
せ
き
か
わ

N
o. 7

5
1
／

1
1
月

号

令
和

５
年

1
1
月

１
日

発
行

発
行
／
関
　
川
　
村

編
集
／
総
　
務
　
課

あなたに
直撃

242

　７月から地域おこし協力隊の一員と

して脱炭素推進室に勤務されている

佐々木さんに話を聞きました。

①まずは自己紹介から。

　佐々木　尊志（ささき　たかし）、47歳、

福島県郡山市出身です。

②地域おこし協力隊として関川村を選

んだ理由は？

　脱炭素先行地域に選出され、積極的

な地球温暖化を防止するための取り組

みや省エネを行うという村の姿に共鳴

し、やってきました。

　東日本大震災や福島の原発、熊本地

震などの復興活動、ＥＣＯ関連の普及

活動などの経験を活かしていきたいと

思っています。

③どんな仕事をしていますか？

　太陽光や小型風力、小水力、木質バ

イオマス、地熱（温泉熱）といった多

様な再エネ電源導入などに関する、会

議や調査、資料作成や炭素や省エネを

普及するための情報発信などが主な仕

事です。

④村民の皆さんに一言お願いします。

　東京から移住してきました佐々木で

す。省エネに関する一般家庭向けの活

動を個人事業として行う予定です。光

熱費を抑えたい等、省エネしたい方に

寄り添う活動をしたいと思います。ご

興味のある方は、お声かけください。

みんなで地球の温暖化を止めましょう。

佐
々
木

尊

志
さ
ん

︵
地
域
お
こ
し
協
力
隊
︶

渡邉　浩之 さん  絵美子 さん

匠　太く　ん（10歳）

凰　太く　ん（８歳）

綾　乃ちゃん（５歳）

しょう　　 た

おう　　　 た

あや　　　 の

キラリ
輝く☆せきかわっ子たちキラリ
輝く☆せきかわっ子たち vol.133

　今月はスポ少バレー「関川ジュニア

バレーボールクラブ」でキャプテンを

務めている菅原愛和さん（関川小学校

６年、片貝）を紹介します。

　なんとなく楽しそうだったから…と、

スポ少でバレーを始めた愛和さん。憧れの選手は「石川真

佑」さん。「ジャンプサーブが得意なところとか、スパイ

クがいいところとか、そんなところがいいです。石川選手

のようなスパイクが強い

人になりたいし、ジャン

プサーブもきちんと入る

ようになりたい。」と話

します。将来の夢はまだ

決まっていないそうです

が、中学生になっても、

もちろんバレーボールは

続けるそうです。

あ い な


